
「ごみ減量アクションプラン」の普及及び啓発に関すること

エコバッグを持って
買い物にいきましょう

空き缶・空きびん・ペットボトル・
金属製の生活用品は、

資源ごみ収集に出しましょう

アルミ缶(350㎖)1個を
リサイクルすると

約15g(サンプル値)の資源が
リサイクルされます

ペットボトル
(500㎖)1本を
リサイクルすると

約25g(サンプル値)の
資源がリサイクル
されます

スチール缶
(350㎖)1個を
リサイクルすると

約28g(サンプル値)の
資源がリサイクル
されます

1日1枚使うとして、年間で
3.65kgの資源を
削減できます

レジ袋1枚あたり、
10g（サンプル値）

ダイレクトメール…大阪市の
家庭系ごみの約1.2%(重量比）
年間推定排出量…約4300トン
例えば、全市民が月に1回分の
ダイレクトメール（1通約50g）

を断わると、

年間約1600トンの
ごみ減量となります

不要なダイレクトメールを
断わりましょう

　大阪市では、市民の皆さんに取り組んでいただく、ごみ減量・３Ｒの推進にかかる具体的
な行動メニューをわかりやすく取りまとめた｢大阪市ごみ減量アクションプラン～市民の行
動メニュー～｣を作成しています。暮らしの中のちょっとした心づかいで、ごみはずいぶん
減らすことができます。

　地域の皆さんとともに｢ごみ減量アクションプラン｣を活用して、ごみの減量に取り組むに
あたり、まず何から始めればいいか、具体的にどう進めるのか、実施結果をチェックし、
次に何をすればいいのかなどを考えながら、地域での普及啓発を進めていきましょう。

地域で様々な機会を活用して、｢ごみ減量アクションプラン｣にかかる啓発を行ってください。

地域での啓発
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例　●地域において「ごみ減量アクションプラン」に関する説明会を開催する。
　　●町会等の会議を活用して「ごみ減量アクションプラン」に関する説明を行う。
　　●子ども会等の活動を通じて「ごみ減量アクションプラン」に関する説明を行う。等

各環境事業センターの支援

「ごみ減量アクションプラン」に関する説明会等の
実施にあたって、日時・場所、講師派遣等の相談
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